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三 重 県 の 地 震 活 動（ 令 和 ５ 年 1 2 月 ）  
令和６年１月26日 

津 地 方 気 象 台 

【概 況】 
【県内で震度 1以上を観測した地震】 

今期間、三重県内の震度観測点で震度 1以上の地震は 1つありました。 

①三重県北部（26日 04時09分、M2.9、深さ 12 km）を震源とする地震により、四日市市、東員町、菰

野町、朝日町で震度１を観測しました。 

 

    【震央分布図】（深さ 0～500km、 M0.5以上） 
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【 断 面 図 】 

図２．震央分布図の矩形内の震源 

測線（Ａ－Ｂ）の鉛直スクリーンに投影してプロットしたもの 

図１．12月の主な地震活動 

図中の a、b、c、dの黒枠で示す領域で、深部低周波地震を観測しました。 

（詳しくは、後述の【深部低周波地震の観測状況】を参照下さい。） 
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【県内で震度１以上を観測した地震】 

①三重県北部（26日 04時 09分、M2.9、深さ 12 km）を震源とする地震により、四日市市、東員町、 

菰野町、朝日町で震度１を観測しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【県内地震表（震度１以上）】(＊印のついている地点は地方公共団体または防災科学技術研究所の観測点) 

 

 

 

 

 

【過去１年間に三重県内で震度１以上を観測した地震の月別回数表】 

2023年 

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 

0 0 0 1 2 2 2 3 0 4 1 1 

番

号 

震 源 時 

日 時 分 

震央地名    緯度     経度      深さ  規模  最大震度(全国） 

各地の震度（観測点） 

① 26日04時09分 三重県北部   35 ﾟ 02.96' N  136 ﾟ 31.42' E  12km   M2.9     (1) 

三重県   震度 1 : 四日市市新浜町＊､ 四日市市諏訪町＊、 

                 東員町山田＊、菰野町潤田＊、三重朝日町小向＊ 

図３．①の地震の市町別震度分布図 
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【深部低周波地震の観測状況】 

領域 a（東海）では 22～31日、領域 b（紀伊半島北部）では３～５日、19～24日、26日、31日、領

域 c（紀伊半島中部）では２～３日、26～28日、領域 d（紀伊半島西部）では 11～13日、22～26日、

28～29日、31日に深部低周波地震を観測しました。赤色が今期間に観測された深部低周波地震です。 

※深部低周波地震はその地震波形の特徴から震源を精度良く求めることが難しく、震源が震央分布

には表示されないことがあるため、実際はもっと数多く発生していると考えられます。 

※図４～図７では、震源の精度がやや劣る地震についても表示しています。   

  

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

              

 
 

 

  

図６(上)  過去１年間に発生した深部低周波地震の時空間分布図 

縦軸：図４中のＡ－Ｂを投影（概ね北東－南西方向） 

横軸：期間（2023年１月１日～2023年12月31日） 

図７(下)  図６の今期間部分(2023年12月１日～12月31日) 
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図４. 過去１年間の深部低周波地震の震央分布図 
（2023年１月１日～2023年 12月 31日） 

2023年 12月に発生した地震を赤色で表示しています 

図５. 図４の矩形内の M-T図(地震活動経過図) 

2023年 12月に発生した地震を赤色で表示しています。 

Mが-1以下や Mが不明な地震は全て-1としています。 

・本資料は、国立研究開発法人防災科学技術研究所、北海道大学、弘前大学、東北大学、東京大学、名古屋大学、京都大学、高知大学、九州大学、鹿児島大学、

国立研究開発法人産業技術総合研究所、国土地理院、国立研究開発法人海洋研究開発機構、公益財団法人地震予知総合研究振興会、青森県、東京都、静岡県、

神奈川県温泉地学研究所及び気象庁のデータを用いて作成しています。また、2016年熊本地震合同観測グループのオンライン臨時観測点（河原、熊野座）、

2022年能登半島における合同地震観測グループによるオンライン臨時観測点（よしが浦温泉、飯田小学校）、米国大学間地震学研究連合（IRIS） の観測点

（台北、玉峰、寧安橋、玉里、台東）のデータを用いて作成しています。 

・資料についての問い合わせ先 津地方気象台  電話：０５９－２２８－６８１８   

・この地震活動図は津地方気象台ホームページ「三重県の気象・地震活動・気象速報など」に過去3ヶ月分掲載されています。 

アドレス：https://www.data.jma.go.jp/tsu/overview/overview.html 
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「地震解説資料（府県版）」では、以下の情報が分かりやすく解説されています。 

●発表中の注意報・警報など ●防災上の留意点 ●観測されている津波高と観測時刻 

●津波波形 など 

  

 

 

（閲覧方法） 

気象庁ホームページ  

＞ 防災情報 

＞「コンテンツ一覧」から 

 

地震解説資料を選択します。 

 
 
 
 
 

以上です 

地震解説資料（府県版）の活用を！ 

令和５年１２月２日２３時３７分頃のフィリ

ピン付近の地震では、三重県南部に「津波注意報」

が発表されました。 

気象台では、津波の波形を尾鷲市と熊野市の検

潮所において確認しており、気象台から発表する

「地震解説資料（府県版）」に掲載しました。 

 

下記の方法で、情報を取得できますので、ぜひ

「地震解説資料」をご活用ください。 


